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～京都の夏の風物詩，祇園祭を守り伝えるために～  

◆新風館とラクエ四条烏丸における祇園祭への参加・協力 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

☞ 本社所在地：東京都千代田区外神田 4-14-1 

☞ 店舗所在地：京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町 586-2（新風館）  

      京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 101（ラクエ四条烏丸）  

☞ 業 態：複合商業施設（新風館，ラクエ四条烏丸） 

☞ ＵＲＬ：https://www.nttud.co.jp/（ＮＴＴ都市開発） 

https://shinpuhkan.jp/（新風館） 

http://laque.jp/（ラクエ四条烏丸） 

 

 

        

 

 

 

 

＜地域・社会貢献に対する取組方針＞ 

 弊社では，「誠実に，革新的に」を企業理念とし，ＳＤＧｓの達成や社会課題の解決に貢献するこ

とを目指しています。ＳＤＧｓをグループＣＳＲビジョンと深く関わるイニシアチブとして重視し，

ＣＳＲ活動を通じた主体的な行動と，お客様や社会の皆様の行動を支援・推進する「街づくり」の両

方を通じて，ＳＤＧｓの達成への貢献に取り組んでいきます。 

  

◆◆地地域域・・社社会会貢貢献献のの取取組組 

毎年７月に行われる日本三大祭の一つである祇園祭は，千百年以上の

歴史がある京都の伝統行事です。弊社が京都市内に所有する２つの商業

施設「新風館」「ラクエ四条烏丸」は，祇園祭の最大の見どころである

山鉾巡行が行われるエリアに立地しています。弊社の社員は，地元の山

鉾保存会（新風館：鈴鹿山，ラクエ四条烏丸：函谷鉾，孟宗山）での活

動を通じて祇園祭へ参加・協力（山建て，鉾建て，神前守護，山鉾巡行

への供奉，山仕舞，鉾仕舞，清掃活動など）させていただいています。 

■取組のきっかけ 

２００１年に新風館が竣工したことをきっかけに参加・協力させていた

だくこととなりました。商業施設の場合，夜遅くまでイベントを開催した

り，明かりを灯したりと，時には近隣の方々の御迷惑になることもありま

す。地域に与える影響が大きいからこそ，地域へ貢献するとともに，地域

の活動を通じて自分たちを知っていただくことが重要であると考えたため

です。 

ラクエ四条烏丸 

新風館 ＮＴＴ都市開発株式会社 

     （新風館，ラクエ四条烏丸運営事業者） 

 

🄫Forward Stroke inc. 

🄫Forward Stroke inc. 

https://www.nttud.co.jp/
https://shinpuhkan.jp/
http://laque.jp/


                                                                      

■保存会での当番を担当 

 ラクエ四条烏丸に函谷鉾の当番が回ってきた際には，山鉾巡行の順番を確認する

「くじ改め」の副使を当時の関西支店長が務めました。山鉾の巡行順は「くじ取り

式」で決められ，巡行当日に，その順番どおりになっているかを確認する奉公役に

粽（ちまき）を納めることが副使の重要な役割となっています。 

 

■成果・効果 

 新風館とラクエ四条烏丸それぞれで町内会及び保存会に所属しており，祇園祭への参加・協力がきっかけとなり，地域や近隣の企業の

皆様との交流を深めることができていると感じています。また，私たち自身が，京都に伝わる文化を深く知り，なぜ祇園祭が絶えること

なくこれまで継承されてきたのかを感じることができ，地域の方々と一緒になって取り組むことが，非常に貴重な経験になっていると感

じています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

取材者ひとこと 

 

 京都初出店ブランドをはじめ，センスが光る店舗が集まる「ラクエ四条烏丸」と元京都中央電話局の

レンガ作りの建物が特徴で烏丸御池のランドマークである「新風館」を運営するＮＴＴ都市開発株式会

社さん。全国各地において，その街の魅力を高める商業施設を展開しておられます。 

 祇園祭のその規模の壮大さと歴史の長さは世界でも有数であり，毎年全国から多くの方が訪れる夏の

風物詩となっています。祇園祭の運営には多くの人手が必要であり，人と人のつながりで成り立ってい

ます。 

今後も引き続き，祇園祭への参加・協力を通じて，地域とのつながりを深めるとともに，伝統文化の

次世代への継承に貢献いただくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の展開 

 祇園祭は，地元の方々が何十代にもわたって受け継いできた伝統文化です。私たちは，京都で事業を展開する企業の一員として，こうし

た文化の継承に果たすべき責任を感じています。今後も，地元保存会の一員としての役割を果たしていきたいと考えています。 


